
令和６年度 第２回 双葉小学校運営協議会 会議録（要点記録） 

 

１ 開 催 日 時   令和６年６月 20日（木）14時 30 分から 16 時 00 分 

２ 開 催 場 所    双葉小学校 会議室 

３ 出 席 委 員    河邊 忠一、加藤 泰弘、伊東 敏郎、水野 久美子、大羽 恵子 

蓑 悦子、冨田 秀仁、大嶋 雅也、木村 理 

４ 欠 席 委 員    平岡 廣二 

５ 学校支援コーディネーター  岡野 真知 

６ 学 校   藤井 隆志（校長）、滝川 宏美（教頭） 

馬渕 康枝（ＣＳディレクター） 

７ 傍 聴 者   ３人 

８ 会議録作成者  ＣＳディレクター 馬渕 康枝 

９ 議長の選出 

司会の教頭から、議長の選出について委員に意見を求めたところ、水野委員を推挙す

る旨の発言があり、協議の結果、全員異議なくこれを承認した。 

10 協 議 事 項  

（１）地域連携についての動画視聴 

（２）本年度の運動会について 

（３）教育方針具現のためのその他の活動について 

11 会 議 記 録  

司会の教頭から、委員総数 10 人のうち９人の出席があり、過半数に達しているため、

会議が成立している旨の報告があった。 

（１）地域連携についての動画視聴 

議長の指示により、｢持続可能なＣＳ｣をテーマにしたトークセッション動画を視聴し

た。動画の中に「地域の支援が必要不可欠で、協働センターに声掛けをして助かった」

という話があった。支援を得るためには、学校支援コーディネーターとして地域を良く

知っている人に学校に協力してもらう。さらに、多くの人に協力してもらうために、協

働センターでいろいろなスキルを持っている人を紹介してもらう。そして、学校が求め

ている支援とマッチングさせていくことや、「コーディネーター」「協働センター」「学校」

が同じ方向を向いていくことで持続可能なＣＳになるというトークセッションの内容を

共有することができた。 

 

 （２）本年度の運動会について 

   議長の指示により、校長から本年度の運動会について説明があった。子供たちが名称

や種目を考えて、自分たちの行事にしたいという思いを形にした運動会となった。子供

の考えに納得し、後押ししてくださった保護者の声も来年度に繋げる。 



 （３）教育方針具現のためのその他の活動について 

ア 本日の授業を参観して 

議長の指示により、校長から昨今の授業の説明があった。タブレットを使って辞書 

の使い方をゲーム感覚で覚える、あいうえお順や意味を知る授業が楽しみながら出来 

る。また、メダカを観察する授業では、教科書通りではなく、まずメダカを見せてど 

うしたいかを考えさせ学習計画を立てる事でいろいろなことに気付いて学習に繋がり、 

結果として、取り扱うべき学習内容をしっかりと押さえた授業が展開できるとの話が 

あった。 

  イ キッズチャレンジビジネス 

キッズチャレンジビジネスは今年も遠鉄百貨店での販売が決まった。昨年度の活動 

実績や６年生から５年生に向けて書かれた引継書をもとに、本年度の６年生の考えに

よって計画していけばよいと考えている。 

  ウ 意見交換 

    議長の指示により、委員の方々の意見交換が行われた。    

・ いろいろな児童がいる中、先生方の支援や工夫が盛り込まれた楽しい授業を見た 

い。普段見られない姿や楽しんでいる姿を見たいという気持ちになる。（大嶋委員） 

   ・ いろいろな行事をコロナ前に戻すのは大変で、地域の人の名前も分からない状況 

    だが、ＰＴＡも含め地域の人との交流が出来たらいいと思う。（冨田委員） 

   ・ 協働センターにコミュニティ担当職員がいることを知り、関わることで学校が求 

めていることが機能するよう、やれることはやっていきたいと思う。運動会は親子 

競技がまた出来たらいいと思った。（木村委員） 

   ・ ＣＳを３箇所やっている人もいて小学校中学校との繋がりもできている。協働セ 

ンターにも協力してもらい活動に繋げていくのが良い。（簑委員） 

   ・ 運動会は全体的に子供たちが手際よく動いていて、成長を感じた。コーディネー 

ターのキッズチャレンジの手伝い、花壇の手伝いなど保護者の活動は広まっている。 

ボランティアが学校に入るのには人選に制約が必要で、協働センターに協力しても 

らい、顔が見えている人にお願いしたい。（大羽委員） 

   ・ 子供たちが考えた運動会は良かった。保護者の参加もあると良い。参観会はわか 

ば学級の子供たちが楽しそうにやっていて良かった。（伊東委員） 

   ・ コロナ前に何もかも戻すことがよいわけではない。例えばリモート会議など、コ 

ロナの対応をその後の普段の生活にも役立てていて、これからも続けていくことは 

変わらないだろう。運動会やその他の学校の教育活動も同様ではないか。ＣＳの活

動を知る人が世間一般、また保護者において少ないため、協働センターと一緒に活

動していくことはまだ難しいと思う。（加藤委員） 

   ・ 運動会は自分たちで考え実行する運動会だった。綱引きで勝負をつけない意図は

子供とは話をしていて、納得しているのだろうと思う。（河邊委員） 



その他報告事項等 

学校支援コーディネーターの木村様よりボランティア登録状況の報告があった。また、 

岡野様より３年生の東西南北を意識した地域の様子調べについての活動報告があった。「２

年生の町探検に関連する活動から半年しか経っていないのに、すごく成長していて感動し

た。今回は東方面だったので次回は西方面を予定している」との話があった。 

 

司会から、次回会議は、令和６年７月 31 日(水) 14 時 00 分～16 時 00 分に２階学習室 

で開催する旨の報告があった。 


